
No.298　発行　令和5年（2023年）4月26日

1011

令和5年度予算に対する各会派の意見表明
※各会派から提出されたものを原文のとおり掲載しています。

　
公
明
党
は
、
令
和
５
年
度
予
算
編
成
の
過

程
に
お
い
て
、
前
区
長
並
び
に
新
区
長
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
費
・
高
校
生
医
療
費
無
償
化
、

補
聴
器
購
入
費
・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
助
成
の
重
点
施
策
が
実
現
し
た
他
、
出
産

・
子
育
て
応
援
事
業
、
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル

仕
出
し
弁
当
事
業
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
福

祉
施
設
整
備
、
認
知
症
関
連
事
業
、
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
応
援
や
手
話
普
及
事
業
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
、

子
宮
頚
が
ん
９
価
ワ
ク
チ
ン
接
種
導
入
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
応
検
証
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
応
募
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
常
設
化
、

水
辺
魅
力
向
上
と
船
旅
事
業
、
不
燃
化
・
耐

震
化
や
災
害
物
資
受
援
体
制
強
化
、
Ｍ
ａ
ａ

Ｓ
活
用
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画
制
度
等
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
公
会
計
制

度
を
活
用
し
た
行
政
評
価
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
財
政
の
見
え
る
化
と
効
率
的
・

効
果
的
な
運
営
の
進
展
、
さ
ら
に
区
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
活
か
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
の
切
れ
目
な
い
支
援

や
若
者
支
援
、
防
災
を
始
め
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
少
子
化
へ
の
対
応
に
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
と
子
育
て
世

代
、
町
会
と
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
支
え
合
う
地

域
共
生
社
会
の
構
築
も
含
め
、
会
派
か
ら
の

意
見
・
要
望
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
の

区
政
へ
活
か
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

品川区議会公明党

　
品
川
区
議
会
自
民
党
は
、
令
和
５
年
度
品

川
区
一
般
会
計
、
同
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
、
同
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
同
介

護
保
険
特
別
会
計
、
同
災
害
復
旧
特
別
会
計

の
各
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
森
澤
区
長
が
就
任
後
、
初
の
予
算

編
成
に
お
い
て
、
区
長
選
挙
で
の
公
約
・
政

策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
予
算
案
で
示
し
、

実
現
へ
向
け
た
姿
勢
と
行
動
力
に
、
心
か
ら

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
要
望
の
多
く
が
反
映
さ
れ
た
予

算
案
、
特
に
所
得
制
限
の
な
い
給
食
費
の
無

償
化
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
、

病
児
保
育
の
拠
点
増
設
、
新
庁
舎
整
備
、
町

会
・
自
治
会
へ
の
支
援
、
防
災
対
策
、
高
齢

者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実
、
水
辺
の
利
活
用
、

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
や
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ

ン
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
整
備
、
留
学
等

子
ど
も
た
ち
の
国
際
交
流
の
機
会
拡
大
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
引
き
こ
も
り
支
援
な
ど
、

気
持
ち
を
込
め
た
委
員
会
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

　
物
価
上
昇
へ
の
対
応
と
地
域
経
済
の
回
復

と
支
援
、
区
民
の
生
命
を
守
り
、
区
民
の
幸

せ
を
強
く
意
識
し
た「
行
政
と
議
会
の
連
携｣

を
お
約
束
し
、
品
川
区
議
会
自
民
党
の
意
見

表
明
と
致
し
ま
す
。

品川区議会自民党

各会計に対する各会派の賛否
会　　計 結　果 自　民 公　明 共　産 イノベ ネット 品　改 維　新
一般会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成

国民健康保険事業会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 反対 賛成 賛成
後期高齢者医療特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成
介護保険特別会計 可決 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 賛成
災害復旧特別会計 可決 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

　
品
川
区
議
会
日
本
維
新
の
会
は
、
令
和
５

年
度
品
川
区
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
事

業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、
介

護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特
別
会
計
の

各
会
計
予
算
に
賛
成
い
た
し
ま
す
。

　
森
澤
区
長
が
誕
生
し
て
数
か
月
足
ら
ず
で

す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
区
民
か
ら
の
要
望

も
多
か
っ
た
給
食
費
の
無
償
化
、
第
２
子
保

育
料
無
償
化
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
等
子
育
て
政
策
が
予
算
案
に
反
映
さ
れ
た

点
は
高
く
評
価
い
た
し
ま
す
。
一
方
で
、
物

価
高
騰
の
影
響
は
全
て
の
区
民
に
及
び
、
苦

し
い
区
民
生
活
の
下
支
え
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
り
、
国
や
都
の
動
向
を
待
つ
こ
と
な
く
適

切
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
の
予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
行
政
・

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
利
活
用
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
防
災
、
放
置
自
転
車
・
路
上
喫
煙
対
策
、

出
産
一
時
金
、
地
域
猫
、
空
き
家
対
策
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
鳩
被
害
、
交
通
事
故
対

策
等
に
関
す
る
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
区
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
弊
会
派
各
委
員
の
質
疑

の
中
で
指
摘
、
提
案
し
た
点
に
つ
い
て
検
討

さ
れ
、
予
算
の
執
行
や
今
後
の
施
策
に
反
映

し
て
頂
く
よ
う
要
望
す
る
と
と
も
に
、
区
が

遂
行
す
る
政
策
等
に
つ
い
て
は
、
評
価
、
検

証
、
改
善
を
徹
底
し
て
頂
き
、
区
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
、
品
川

区
議
会
日
本
維
新
の
会
の
意
見
表
明
と
致
し

ま
す
。

品川区議会日本維新の会

　
今
の
最
優
先
課
題
の
一
つ
は
少
子
化
対
策

で
す
。
一
時
的
な
金
銭
支
援
に
と
ど
ま
ら
な

い
抜
本
的
対
策
が
必
要
で
す
。
次
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
へ
の
備
え
も
優
先
課
題
で
あ
り
区
内

各
地
の
大
規
模
再
開
発
は
再
考
す
べ
き
で
す
。

　
区
内
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
情
報
公
開
と
区

民
参
加
が
必
要
で
す
。
公
園
の
P
F
I
導
入

に
は
情
報
公
開
と
慎
重
な
検
討
を
求
め
ま
す
。

　
女
性
・
若
者
の
自
死
増
加
に
危
機
感
を
覚

え
ま
す
。
区
の
自
死
予
防
策
を
評
価
し
、
さ

ら
な
る
施
策
推
進
を
求
め
ま
す
。

　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
た
ち
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
実
現
を
評
価
し
ま

す
。
今
は
都
の
制
度
の
活
用
で
す
が
、
本
来

は
、
区
と
し
て
の
制
度
を
求
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
の
無
償
化
は
評
価
し
ま
す
が
、

食
の
質
の
低
下
を
招
く
こ
と
は
許
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
給
食
の
方
針
継
続
を
求
め
ま
す
。

　
見
直
し
が
進
む
品
川
区
環
境
基
本
計
画
で

は
、
身
近
な
化
学
物
質
の
悪
影
響
に
つ
い
て

予
防
原
則
に
則
っ
た
表
記
を
求
め
ま
す
。
５

Ｇ
電
磁
波
の
影
響
も
予
防
原
則
に
基
づ
い
た

注
視
を
求
め
ま
す
。

　
羽
田
新
ル
ー
ト
に
つ
い
て
、
多
く
の
区
民

の
懸
念
は
騒
音
と
落
下
物
で
す
が
、
気
候
危

機
を
も
た
ら
す
CO₂
削
減
の
視
点
か
ら
も
大
き

な
問
題
で
す
。
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も
膨
大

な
電
力
消
費
が
前
提
で
、
気
候
危
機
を
く
い

止
め
る
潮
流
に
反
し
ま
す
。
区
は
、
国
に
対

し
両
計
画
の
中
止
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

品川・生活者ネットワーク

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護

保
険
・
災
害
復
旧
の
特
別
会
計
の
各
予
算
に

賛
成
し
ま
す
。
３
月
に
入
り
コ
ロ
ナ
感
染
は

減
少
し
観
光
、
飲
食
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
も
明

る
さ
が
出
て
き
た
が
、
長
い
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
加
え
所
得
や
収
入
が
増
え
な
い
中
で
、
戦

争
や
円
安
な
ど
に
よ
り
光
熱
費
や
物
価
が
高

騰
し
、
多
く
の
国
民
は
賃
上
げ
も
出
来
ず
収

入
も
増
え
ず
、
家
計
と
企
業
経
営
は
悪
化
し

て
い
ま
す
。
国
民
は
買
い
控
え
や
節
約
に
動

き
消
費
が
減
少
し
、
中
小
企
業
は
資
金
難
に

陥
り
融
資
返
済
も
で
き
ず
、
廃
業
や
倒
産
が

増
え
て
い
る
の
で
、
区
は
支
援
に
一
層
取
り

組
む
と
共
に
今
後
も
コ
ロ
ナ
予
防
に
努
め
て

頂
き
た
い
。
介
護
士
・
保
育
士
・
幼
稚
園
先

生
の
賃
上
げ
と
労
働
環
境
を
改
善
す
る
と
共

に
家
族
が
子
ど
も
と
被
介
護
者
を
、
予
約
な

し
で
何
時
で
も
病
気
で
も
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
施
設
の
開
設
と
支
援
を
行
う
べ
き
で
す
。

ま
た
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
の
変
更
を
国
に
働

き
か
け
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
大
地
震
発
生

時
に
区
民
を
支
え
る
地
震
保
険
の
加
入
促
進

と
、
高
額
所
得
者
に
は
社
会
保
障
費
の
負
担

増
を
お
願
い
し
行
き
詰
ま
る
社
会
福
祉
を
支

え
て
頂
き
た
い
。
そ
し
て
人
類
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
食
糧
危
機
を
も
た
ら
し
た
上
に
残
虐
非

道
な
ロ
シ
ア
に
対
し
、
世
界
は
国
を
守
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
見
捨
て
ず
に
、
世
界
平
和
を
ぶ

ち
壊
す
プ
ー
チ
ン
政
権
を
倒
す
べ
き
で
す
。

品川改革連合

　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
区
民
生
活
が
追

い
詰
め
ら
れ
る
中
、
岸
田
自
公
政
権
は
大
軍

拡
に
踏
み
出
し
ま
し
た
。
国
の
悪
政
に
追
随

す
る
区
政
は
転
換
こ
そ
必
要
で
す
。
以
下
、

要
望
し
ま
す
。
▼
区
の
増
収
は
物
価
高
に
苦

し
む
区
民
や
中
小
企
業
の
直
接
支
援
に
▼
高

す
ぎ
る
国
保
料
は
値
下
げ
を
、
子
ど
も
は
無

料
に
▼
特
養
ホ
ー
ム
・
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
希
望
者
が
全
員
入
れ
る
増
設
計
画
を

▼
地
域
に
１
か
所
も
な
い
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
地
域
で
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で

き
る
よ
う
増
設
を
▼
保
健
師
の
大
幅
増
員
を

▼
補
聴
器
購
入
費
助
成
は
所
得
制
限
を
撤
廃

し
、
18
歳
か
ら
対
象
に
し
13.7
万
円
ま
で
拡
充

を
▼
区
立
保
育
園
民
営
化
・
削
減
検
討
、
区

立
幼
稚
園
閉
園
の
方
針
は
撤
回
を
▼
定
員
割

れ
私
立
保
育
施
設
へ
補
助
の
実
施
を
▼
小
中

学
校
給
食
費
無
償
化
は
区
立
だ
け
で
な
く
特

別
支
援
学
校
、
私
立
等
、
全
て
の
子
ど
も
を

対
象
に
▼
命
の
安
全
教
育
は
包
括
的
性
教
育

の
内
容
で
実
施
を
▼
超
高
層
再
開
発
は
住
民

を
追
い
出
し
、
学
区
変
更
や
地
球
温
暖
化
に

も
逆
行
。
ま
ち
づ
く
り
の
破
綻
で
あ
り
、
中

止
を
▼
現
庁
舎
跡
地
と
周
辺
一
帯
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

で
特
定
大
企
業
に
提
供
す
る
の
は
止
め
よ
▼

環
境
破
壊
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
国
に
中
止
を

求
め
る
べ
き
▼
羽
田
新
ル
ー
ト
へ
の
反
対
表

明
を
▼
世
論
を
広
げ
侵
略
を
止
め
る
た
め
に

再
度
ロ
シ
ア
へ
抗
議
文
の
送
付
を
▼
岸
田
自

公
政
権
が
進
め
る
大
軍
拡
に
反
対
を
。

日本共産党品川区議団

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
な
が
わ
は
、
令
和
５

年
度
品
川
区
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
災
害
復
旧
特

別
会
計
の
各
会
計
予
算
全
て
に
賛
成
い
た
し

ま
す
。

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度

比
5.1
％
の
プ
ラ
ス
と
な
る
１
千
987
億
９
千
400

万
円
と
し
、
会
派
か
ら
要
望
し
た
内
容
も
反

映
し
た
、
新
時
代
の
し
な
が
わ
元
年
に
向
け

た
積
極
的
予
算
と
し
た
姿
勢
を
評
価
い
た
し

ま
す
。

　
今
後
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
伴
う

物
価
高
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
、
気
候
変
動
、
人

口
減
少
へ
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
対
応
を
求

め
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

最
先
端
技
術
の
活
用
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
庁
舎
建
て
替
え
、
羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
、

福
祉
の
充
実
、
防
災
対
策
強
化
、
学
校
教
育

の
充
実
、
地
域
経
済
の
回
復
、
環
境
対
策
の

推
進
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
レ
ガ
シ
ー
活
用
、
多
様
性
の
推
進
な
ど
、

各
課
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
も
求
め
ま
す
。

加
え
て
、
現
代
社
会
の
施
策
実
施
に
お
い
て

は
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
柔
軟
な
対

応
・
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

視
点
を
持
っ
た
取
組
を
求
め
ま
す
。

イノベーションしながわ


